
りんどう栄養抹殖系品種 「ポラーノ ホ ワイト」の種苗大量生産技術

(図試 i野菜花き部)

.背 景とねらい                         ‐

県が平成 5年に品種登録申請をした 「ポラーノ ホ ワイト」は、本県では初の栄養繁殖系品種

である。栄養繁殖系品種は形質が均一という禾J点を持う
一方、種子繁殖に比べ増殖効率が劣ると

いう欠点を持つ。そこで苗を低コストかつ安定的に大量生産 ・供給するため、組織培養苗の利用

について検討した。組織培養による苗生産は挿し木による方法と比較して、母株の維持 ・管理面

積がわずかで済み、増殖効率も高い。また茎頂由来の無菌培養であるため無病苗であること、ウ

イルスフリー化が可能であることなどのメリットもある。

‐以上のことから、 「ポラTノ  ホ ワイ ト」を組織培養で増殖し、培養苗から優良無病苗を大量

に生産する方法につしヽて検討した結果、成果が得られたので普及奨励に供する。

2 .技 術の内容

(1)組 織培養による増殖法

ア 初 代培地、増殖培地ともに、ショ粘 3%、 ゲルライ ト0.25%添加 MSを 用いる。

イ 培 養環境は、温度23°C、 白色蛍光灯照明による16時間日長
・灼3f!0001煮とする。

ウ 茎 頂培養1により得られた培養シュ
ー トの長さが 5 cm程度になちたら、主枝および側枝を

2, 3節 毎に切断し、これを植え継いで増殖する。

工 植 え継ぎ後およそ30-40日で順化適期となる。

(2) 協 易順化法 ―

ア 培 養器から取り出した組織培養苗をシュ
ー ト毎に長さ3 cm程度に調整し、直接セル トレ

ーに深さl Cm程度に植え付ける。

イ セ ル トレーヤま 200穴程度の規格のものを用いる。培土はりんどう育苗用専用培土 (シス

テムソイル101号りんどう用)を 使用すると          ｀

ウ 植 え付け後の管理方法は 2通 りである。
一方は、不織布 (パスライ ト)で ャル トレ

ーを

被覆 し保湿する方法である。もう
一方は、 1日 6-7回 程度 (日中のみ)の 断続的な ミス

ト雄水で保湿する方法である。いずれの方法もビニルを敷いた箱に トレ
ーを入れるなどし

て、順化開始から20日間はセルの底が水に漬かる状態 (底面給水)を 維持する。不織布で

被覆する方法の場合、植え付け後 2週 間程度で発根が揃うのでこの時期に被覆をはがす。

オ い ずれの方法も、根鉢形成のため順化開始20日日に底面給水をやめ、通常のセル百苗と

同様に頭上耀水とし、 トレ
ーの底が空気に触れるようにする (エアプル

ーニング処理)。

力 植 え付け後およそ30-40日でセルに根鉢が回り、定植適期となる。

( 3 )適 応作型

7月 下旬以降の定植では、越冬芽形成率が低 くなり越冬芽数も減少するので、遅 くとも
7

月中旬までには定植を終えるようにする。
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(4)適 応地域    ‐          ‐

県下全戦   ‐     ■

3`指 導上の留意事項

(1) 使 用する苗はウイルス検定済のものとするも'      ‐

(2)組 織培養苗を培養器から取り出し、調整して植え付けるまでの間、乾燥により葉が傷みや

■すいざ培養器から取り出した苗はすぐに水に浸し、作業は手早く行う。また、先に植え付け

■たものはビエル等でセル トレー全体を被覆し、時々霧吹き等で苗を師らすなどして乾燥しな

いようにする。

(3) ミ ス ト雄水の場合、セル トレーを入れた箱 (枠)に 水が余分にたまりやすいので、底面水

量の調節が必要である。

(4)順 化時の温度管理は種子から育苗する場合と同様である。発根適温はおよそ20°Cである。

湿度は、不織布被覆で管理する場合とくに調節する必要はないが、ミス ト室で管理する場合

は、散水量と散水間隔を調整し、最低で60%以上を保つようにする。    | 十

(5) 定 植時は、‐実生苗より高温 =1乾燥の影響を受けやすいので、活着までは多濯水とし、高温

時には寒冷紗等で進光する。

(8)今 年度品極登録申請した栄養繁殖系りんどうにっいては、この技術は適応可能である。

(7)不 織布被覆による方法の場合、苗作出に要する労働時間は慣行順化法 (培養器内での発根

培養により発根させた苗を順化する方法)の およそ30%、挿 し木のおよそ25%と な|った。ま

た、苗 1本当たりの生産コス トを試算したところ、およそ70円であった。

4.試 験成績の概要

表 1 順 化法と生存率及び越冬芽形成の関係

順 化  法     生 存率 (%)   越 冬茅形成株率(%) 越 冬茅数(個淋)

不織布被覆      9 1 . 7      9 1 , 7     4 . 5
ミス ト 9 6 .  7      9 6 ,  7     4 .  8

表 2 鉢 上げ時期と生存率及び越冬芽形成の関係

鉢上げ時期    生 存率 (%)   越 冬茅形成林率(%) 越 冬茅欺〈個淋)
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